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中国社会学の性格 についての覚書
一 と くに,そ の 回復 後3年 間(1979年～1981年)の年譜 か ら一
星 明
中国で,「私 の専門は社会学です」と答える
と,「社会科学ですか?」 と聞き返 されること
がなんどもあった。それも,一般の人ではな く
て,研 究者からである。清水幾太郎は,かつて
(1954年)ソ連で,あ る哲学の大学教授 から
厂ソチオロギカというのは,ど ういう学問なのヒ
ですか」,「社会学というのは,何 を研究する学
問なのですか」 と真面 目に聞かれ,「今 日の社
会学の中心は,集団の研究が立っています」と
答えたところ,その教授から 「集団とは何です
か。なぜ集団を研究するのですか」と再び質問
された体験談を書いている1)。清水はこの体験
談をかれの著 『社会学入門』の導入にもってき
ている。
しか し,筆者には 「社会科学ですか?」 とい
う聞き直 しに対 して 「社会学とはなにか」 とい
うことよりも,む しろ(1)中国の社会学が現在
どのような状況にあるのか,ま た(2)かつてそ
れがどのような状況にあったのかということに
直 ちに思い が走った2)。したがって,こ こ
では前者の一部を示すために社会学回復後3年
間(1979年～1981年)の年譜を訳出し,後者の一
端を文献の上から表すために上海図書館所蔵の
解放前の社会学関係の文献目録 を作成 した。こ
うしたことを行なうのも,中国の社会学(史)に
ついて(廷 いては中国人の社会生活の実態やか
れらの意識の社会学的研究について),現段階
では(筆者の能力はもちろんのことであるが,
中国側のデータ開放の現状),少ない資料で多
くを語るよりも,まず地道な資料の収集が先決
と著者は考えているからである。
まず,は じめに中国社会学史の概略をみてお
きたい。中国の社会学がいつ成立したかについ
ては,い くつかの見解がある。解放前の中国の
社会学界にもっとも影響を与えたといわれる孫
本文は章炳麟 によって岸本能武太の社会学が翻
訳された1902年(光緒28年)をもって,中 国の
社会学の成立 としている3)。また,費孝通4)と
福武直5)は厳復がH.スペ ンサーのTheStudy
ofSociology(1873年)を訳 した 『群学(羣学)
表11940年代までの中国における社会学著作分類
類 別 部数 類 別 部数
1.一 般 社 会 学 44 5.社会思想 と社会学史 19
2.社会進化論と社会変動 19 (1)社会思想 8
3.社会問題 90 (2)社会学史 11
(1)通論 18 6.農村社会学 8
(2)人口問題 27 7.都市社会学 9
(3)家族問題 14 8.社会学方法 20
(4)労働問題 9 9.社会事業と社会政策 25
(5)農村問題 11 10.その他の社会学研究 23
その他 11 11.社会実地調査 45
4.社会心理学 21
出所:韓 明漢が孫本文の 『当代中国社会学』をもとに,作成 したものを重引。韓明漢はこ
の孫本文の分類にはマルクス主義社会学の著作は含まれていないという。韓明漢
『中国社会学史』一社会学叢書一,天 津人民出版社,1987年,107ページ。
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肄言』が刊行された1903年に中国の社会学は始
まるとしている。なにを基準にするかによっ
て,成 立の時期 に違いがでるが,い ずれにせ よ
1890年代から1900年の初めにかけて中国に社会
学が成立 した。それから,一旦幕が下 りるまで
の約50年間の中国の社会学には目覚しいものが
あった。孫本文が1948年に著 した 『当代中国社
会学』6)によれば,そ の時期 までにすでに翻訳
も含めて300部余 りの著作があったことがわか
る(表1参照)。
また上の表1の なかには,つ ぎのような世界
的に著名な社会学者の翻訳が約20部含まれてい
る(表2参照)。
表21940年代までの中国における外国社会学著作の翻訳
著者 ・訳者 原題 ・書名 発行所 発行年
H.Spencer TheStudyofSociology 1873
PrinciplesofSociology 1876～96
厳復 群学肆言 1903
馬君武 社会学原理 1903
F.H.Giddings TheoryofSocialization(ママ)
呉健常 社会学提網(日本語訳からの重訳) 商務版 1903
E.Durkheim Deladivisiondutravailsocial:騁udesur 1893
1'organisationdessoci騁駸sup駻ieures
Lesr鑒lesdelam騁hodesociologique 1895
王力 社会分工論 商務版 1935
許徳斫 社会学方法論 商務版 1925
C.A.Ellwood SociologyandModernSocialProblems 1910
趙作雄 社会学及社会問題 商務印書館 1910
J.L.Gillin& ElementsofSociology 1905
F.W.Blackmar
周谷城 社会学大網 大東書局 1933
陶集勤 社会学原理 新文化書店出版 1942
呉澤霖 ・陸徳音 白季二氏社会学大網 世界書局 1937
F.C.M?ler-LyerTheHistoryofSocialDevelopment(ママ) 一
陶孟和 社会進化史 1924
文化的変象 原書8冊,そ のうち訳は2冊 一 一
進歩的趨向 一 一
L.H.Morgan AncientSociety,orResearchesintheLineof 1877
HumanProgressfromSavagery,throughBarbarism
toCivilization
蔡和森編 社会進化史 民智書局 1924
楊東蘓等 古代社会 昆侖書店出版 1929
'ん
R.且.Lowie PrimitiveSociety 1920
呂叔湘 初民社会 商務印書館出版 1935
P.A.Sorokin ContemporarySociologicalTheories 1928
SocialMobility 1927
黄文山 当代社会学説 商務版 1935
鐘兆麟 社会変動論 世界書局出版 1932
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W.F.Ogburn
費 孝 通 ・王 同惠
SocialChange
社 会 変 遷 上海商務印書館
1922
1935
G.LeBon
呉 旭 初
鐘 建 閖
PhychologiedesFoules
群 衆 心 理
群 衆
商務印書館出版
泰東書局
1895
1920
1920
W.McDougall
劉 延 陵
AnIntoroductionofSocialPsychology
社 会 心 理 学 緒 論 商務印書館出版
'1:
1922
F.H.Allport
趙 演
SocialPsychology
社 会 心 理 学 商務印書館出版
1924
1931
E.S.Bogardus
鐘 兆麟
徐 卓 英 ・顔 潤 卿
AHistoryofSocialThought
社 会 思 想 史 世界書局出版
商務印書館出版
1922
1932
1937
F.T?nies
波 多 野鼎
楊 正宇
GemeinschaftundGesellschaft:Begriffederreine
Soziologie
共 同社 会 与 利益 社 会(波 多 野 訳 か ら の重 訳) 太平洋書局出版
..
一
T.Abel
黄 凌 霜
SystematicSociologyinGermany
系 統 社 会 学 華通書局
1927
1932
B.K.Malinowski
李 安 宅
SexandRepressioninSavageSociety
両 性 社 会 学 商務印書館出版
1927
1937
K.Mannheim
李安 宅
IdeologyandUtopia:anintroductiontosociologyof
knowledge
知 識 社 会 学 一 意 態 与 理 想 一(マ マ) 商務印書館出版
1929
1944
B.K.Malinowski
費 孝 通
Culture(ママ)((AScienti且cTheoryofCulture,and
OtherEssaysか…星 註))
文 化 論(マ マ)((人文 類 型 か… 星 註)) 重慶商務印書館
1944
1944
出所:表1と 同 じ,108～110ペー ジ。 た だ し,原 題 につ い て は福 武 直 ・日高 六郎 ・高 橋 徹 編 『社 会 学 辞 典』(有
斐 閣,1973年);S.L.Wong,SociologyandSocialisminContemporaryinChina,1979,Routledge&Kegan
Paul.などで 補 っ た。
このような中国の社会学の発展について福武
直は 厂社会学の概説書 も,30年代にはかな りの
数にのぼったが,と くに私の専門とした農村社
会学や社会調査の書物は,その刊行点数におい
て,は るかに日本のそれを上まわっていた…」
とか,「…中国の社会学は,1930年以降大 きく
開花 し,分野によっては日本の社会学以上の業
績をあげていたとみてよいし,英文の刊行物 を
通 じ,日本社会学 よりも,かるかに国際的に知
られるようになっていた」 と述べている7)。
このような多 くの社会学の著作が生まれた背
景にはつぎの3つ が考えられる8)。すなわち,
1つには欧米や日本への留学生の増加がある。
た とえば,ヨ ー ロッパ には厳復(英 国),陶 孟
和(英 国 ・ロ ン ドン大 学),費 孝 通(英 国 ・ロ
ン ドン大学),許 徳王行(パ リ,ロ ン ドン),ア メ
リカへは孫本文(イ リノイ大学,コ ロンビア大
学,ニ ュー ヨーク大学),呉 文藻(コ ロ ン ビァ
大学),李 安宅(カ リフォルニア大学),日 本 に
は章炳麟(別 名,太 炎),呉 建 常,陶 孟和(東
京高等師範)な どが ある。2つ には社 会学 部 を
もつ大学の増加が ある。1934年当時,中 国 の41
の大学の うち社会学部 を もつ大学 は17校(国立
4,地 方公立1,私 立12)であったが,14年後
の1948年には49の大学 の うち社会学部 を もつ大
学 は21校に増 えている(表3参 照)。3つ には中
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国人社会学者の増加がある。1908年には上海聖
翰 大 学(St.Jhon'sUniversity)に社 会学 課 程
が 設 置 され て,ま た1913年に上 海 滬 江 大 学
(ShanghaiUniversity)に社会 学部 が設 置 され
莅以来,多 くの大学に癰会学部ができ多 くの栓
会学者が養成 された。1948年,大学おける社会
学の教員数は119名であるが,5人 を除いてす
べて中国人である。
表31948年当時の中国の大学における社会学
大学のタイプ 大学数 社会学部をもつ大学数 専攻のみをもつ大学数 教員数*
国立 ・地方公立31
私立18†
7
14
6
1
47
72
計 49 21 7 119
*教 授,助 教 授,講 師 を含 む。
† プ ロテ ス タ ン ト系 大 学13校,カ ソ リ ッ ク系 大 学3校 が あ る。
出 所:S.LWong,SociologyandSocialisminContemporaryinChina,1979,Routledge&Kegan
Paul.p.20.なお1934年当 時,社 会 学 部17の内 訳 は 国立4,地 方 公 立1,私 立12で,社
会 学専 攻 の学 生 数 は全 大 学 生 数 の7%,483名(国 立239,地方 公 立4,私 立240)であ っ
た(S.L.Wong,ibid.,p.19.)。
中国の社会学は1952年から57年にかけて取 り
消された。その理由として張萍はソ連の左傾教
条主義の影響以外に8),中国社会科学院院長胡
縄が1986年4月26日に中国社会学学会常務委員
会で行った講話からつ ぎの2つ を挙げている。
す なわ ち,(1)史的唯物論 をもって社 会学に
とって代 えることができるとみなしたこと,(2)
革命が勝利 したからには全ての社会問題がスラ
スラと解決されるとみなしたことである1°)。
しかし,27年間の中断を経た中国社会学も,
1979年3月に回復 した。その時のことについて
は,人民 日報(1979年3月21日付)や 福武直11)
によって紹介 されているし,筆者も触れたこと
がある12)のでここではあえて触れないが,1979
年3月15日から18日の60人が参加 した回復のた
めのイベ ン トに先立つ情況には触れておきた
いo
韓明漢はこの回復に至るまでの助走について
つ ぎの3つ を挙げている13)。(1)1978年12月の中
国共産党第11期中央委員会第3回 会議の党の路
線,方 針,政 策の大 きな変化。つまり,一口で
いうとマルクス・レーニン主義,毛 沢東思想を
新たな歴史的条件のもとで運用し,発展 させる
ことである。 この党 と国家の日増 しに発展する
勝利の記録のなかに,1つ の目につ きにくいこ
とばがあった。このことばこそ社会学であっ
た。ここに社会学の教学と科学研究は活動を回
復 した。(2)1978年11月,中国社会科学院はど
のようにして新 しい研究所 を増設 し,古い研究
所 を改革するかを考えつつあった。国家の建設
が必要な時を迎えて,社会学研究所を成立させ
る問題 を考えつつあった。(3)1979年3月20日
の郵小平の 厂4つの基本原則を堅持 しよう」の
第3部分の 厂思想理論活動の任務」の講話がな
される前に,すでに中国社会科学院計画連絡局
の名義で,費孝通が委託 されて過去に社会学の
教育 ・研究に携わった中高年の学者約30人を北
京に召集 し,4回 に分けて座談会をもち,社会
学研究を展開することについての意見を求めて
いる。この座談会の出席者は目下中央は乱世を
治めて正 しい世にかえているし,改革は人の心
を捉えているので,情 勢は非常によいと考え
た。中国社会科学院がこの機を逃さず社会学の
研究を提出し,展開することは是非必要なこと
であると,出席者は心から支持 した。社会学の
名誉を回復 し,さらに多 くの人が参加 し,団結
するためにマルクス・レーニン主義,毛 沢東思
想を指導として社会主義の4つの現代化の建設
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のために奉仕する社会学を支持 し,建立する。
そのためには,規模の大 きな社会学座談会を開
催することが時機にかなっているし,また必要
であると出席者は考えた。この事前の座談会を
踏まえて,1979年3A15日か ら18日の座談会が
開催 されたのである(会 の主宰は,中国社会科
学院秘書長梅益)。
上にみた中国社会学の歴史的変遷はつぎの5
つの時期にごく大雑把に分けることができる。
すなわち(1)1890年代ない し1900年初期 の成立
の時期(受 容期),(2)1910年代から1930年まで
の時期(教 会系大学の社会学期),(3)1930年代
か ら1948年までの時期(中 国化期),それか ら
(4)1952年か ら1979年までの時期(空 白期)を
経て,(5)1979年3月か ら現在 までの時期(回
復期)で ある。
それでは,以下,1979年か ら1981年までの中
国社会科学院社会学研究所編集部王育民編著の
中国社会学年譜および上海図書館所蔵の解放前
の社会学に関する文献 目録を挙げる。
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中国社 会学 年 譜(1979年～1981年)1)
王育民編著
星 明 訳
1979年
1979年3月15日～18日。全国哲学社会科学計画
会議準備処が座談会を開催 し,60人余 りが出席
する。席上,胡 喬木同志が党中央 を代表 して社
会学の名誉回復を行なう。この会議では中国社
会学研究会の成立を決定 し,「中国社会学研究
会活動条例」(草案)の 採択 を行ない,50人か
らなる理事会での選挙で,費孝通教授を会長に
選ぶ。
わが国の社会学の教育 ・研究活動は,1952年
の高等教育機関の調整時に取 り消 されてから,
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1957年の反右派闘争のなかで再び批判されて,
20年以上 中断す る。1979年3月中国社 会学
研究会が再び成立 し,これを中国社会学の回復
と新生のシンボルとする。
1979年3月18日。中国社会学研究会が第1回
の理事会会議を開催する。全員一致で,中 国社
会科学院が社会学研究所を設立する決定や大学
や専門学校に社会学部を設置する意見を支持す
る。
1979年3月20日。郡小平同志が党の理論活動
研究討論会で行なった 『4つの基本原則を堅持
しよう』 という発言のなかで,「われわれは政
治学,法 学,社 会学ならびに世界政治の研究を
これまで軽視 してきた。今 日やはり早 く補う必
要がある」 と指摘する。
1979年5月23日。中国社会科学院が社会学研
究所の設立を決定し,国務院に報告 して承認を
求める。
1979年7月。上海社会科学院が社会学研究所
の設立を計画 し,社会学理論,老 人,青 年,婚
姻家族,労 働就業の5つ の研究グループと資料
室の設置を予定する。
1979年8月。中国社会科学院が社会学研究所
設立準備 グループをつ くる。メンバーは費孝
通,陳 道,杜 任之,王康,瀋 乃穆で,責 任者に
は費孝通がなる。
1979年9月。上海社会学学会が正式に成立す
る。この学会は社会学研究に従事する専門家お
よび学識者からなる学術団体である。その主旨
はマルクス=レーニン主義,毛 沢東思想を指導
として,「百家斉放,百 家争鳴」の方針 と,理
論は実際と結び付かなければならないという原
則 を貫き,マルクス主義社会学の建設と発展に
努め,社 会主義建設に役立つことにある。上海
の社会学の理論研究家や現場の人を組織団結さ
せ積極的に学術活動を発展 させ,関 係部門と共
同して社会問題の研究調査 を進めた り,関係方
面 に助言を行なった りす る。学会が成立する
と間もなく青少年問題,社 会福祉,社 会学教
学,婚 姻家族問題,老 人問題の5つ の研究会お
よび都市社会学研究グループの設立 を計画す
るQ
1979年9月22日。中国社会学研究会が第2回
目の理事会会議を開催する。
1979年12月12日。華東師範大学政治教育部が
社会学研究小グループをつ くる。1985年正式に
社会学研究室になる。呉鐸教授の主宰のもと,
言心哲,王 養働,陳 誉,励 天予,桂 世勲,時蓉
華教授の専心指導のもとで,当研究室は社会学
研究に志 しをもつ青年教師,大 学院生や学部生
を引き付 け,社会学基本原理,都市社会学,現
代欧米社会学および国内外の社会学思想史など
の領域で科学研究,教 学活動 を展開する。当研
究室は設置されて以来,教 学と科学研究の双方
を同時に振興する道を堅持し,教学は科学研究
を促進 し,科学研究は教学を促進 して きてい
る。教学以外 に,さ らに上海市哲 学社会科学
「第6次5か 年計画」の重点項 目 『都市社会問
題研究』の編集の任務や労働人事部から編著を
委託された 『労働社会学』などの任務を分担 し
て引き受ける。
1980年
1980年1月18日。国務院の承認を経て,中 国
社会科学院に社会学研究所が正式に成立 し,費
孝通教授が所長になる。
1980年2月29日～3月1日 。中国社会学研究
会が北京で第3回 目の拡大理事会を開催 し,主
に80年代の社会学の建設問題を討論する。
1980年3月。上海の復旦大学分校が もと政治
学部の基礎のうえに社会学部を設置する。自発
の原則(自 愿原則)に もとついて,第1期 生と
して28名の学生が社会学専攻を選択する。社会
学部は文学史などの基礎科 目や公共政治理論科
目の開設以外に,学部の専攻 として社会思想,
社会学理論,方 法論,社会心理学,応 用社会学
の5つ の科 目を設ける。学部は単位制度(学分
制)を 実行 し,おおよそ入学2年 以内に基礎科
目をや り遂げ,3年 生次には主に選択科 目を受
け,学 年論文を書 く。4年生次は社会調査実習
と卒業論文の作成を行なう。
1980年3月。費孝通教授が アメリカのデン
ヴァー(Denver,丹佛)大 学で応用人類学会
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マリノフスキー(馬林諾斯)賞 を受け,その受
賞大会で 「人民の人類学を目指 して」(Toward
aPeople'sAnthoropology,邁向人民的人類学)一
と題する発表をする。
1980年4.月。ハルビン市社会科学研究所が社
会学研究室を設置する。その研究方針 と研究重
点は地元に立脚 し,応用に重点を置 き,現代化
の過程で起った社会問題を研究 し,現在の社会
発展の法則を探求し,物質文明と精神文明(両
個文明)の建設を促進することにある。重点研
究課題ないし項 目は社会の協調発展,老 人問
題,人 材問題,人 口移動問題,婚 姻家族問題お
よび青年の犯罪と労働就業の問題である。
1980年5月。南開大学が社会学研究室を設置
する。
1980年5A25日～7月31日。中国社会科学院
社会学研究所と中国社会学研究会が共同で中国
社会学再建後の第1回 の社会学講習会を開催す
る。 この講習会に参加 した受講者は大学の教
員,社 会科学研究者および現場の人40人余 りで
ある。かれらは北京,上 海,黒 龍江,遼 寧,吉
林,新 疆,四 川,広 東,湖 北,陝西,貴 州など
12の省,市,自 治区の社会科学研究院(所)か
ら,また北京,南 開,人民,復 旦,中 山,武漢
などの10の大学 ・専門学校と第一機械工業部,
司法部,中 国共産主義青年団中央,中 華全国婦
人連合会,『人民 日報』などの部門からの参加
者である。
今回の講習会は現代の欧米社会学の基本的知
識と方法を紹介 し,受講者にさらに深 く社会学
を学ぶ決心を燃え立たせ,わ が国の社会学の復
活 と発展のための種蒔 きになる。
1980年6月10～12日。黒龍江省 とハルビン市
社会学学会がハルビン市科学宮で成立大会を開
催する。省,市 の宣伝,教 育,労 働運動(工
運),青年,婦 人,公 安,司 法,労 働,民 政,
苦情処理(信 訪),交通,科 学研究に携わる82
名の同志が成立大会に参加する。省社連 とハル
ビン市党委員会宣伝部の指導部同志が会議に参
加す る。また,チチハル,牡 丹江,チ ヤムス,
大慶,鶏 西など11の地区,市 から派遣 された人
も参加する。ハルビン市党委員会宣伝部副部長
孫鑛耀同志が成立大会を主宰 し,あいさつを行
なう。また,省社連副秘書長範兆義同志が大会
であいさつをする。
この大会で主に解決 した問題は(1)黒龍江省 と
ハルビン市の社会学学会を組織し,第1回 理事
会を選挙 してつ くること,(2)学会規則 を採択
し,学会の任務を定めること,(3)社会学学会の
1年の活動計画を建てることである。
1980年6月26日。黒龍江省とハルビン市社会
学学会に所属する婚姻家族 ・婦人解放問題研究
会が討論会を開催 し,8名の同志が参加する。
討論では,学術研究 と本来の仕事との関係 をい
かにうまく処理するかを探求する。参加者はこ
の関係をうまく処理するにはできるだけ研究活
動を現職から離れないように行なうべきである
と思い,こ うすることによって調査研究をうま
く行ない,現 職を研究活動の基礎にできるとし
た。この会議で確定した研究題 目はつぎのよう
である。(1)現代社会における結婚の基礎,(2)結
婚前の軽率な性行為の問題,(3)愛情と道徳の問
題,(4)社会主義家族。
1980年7月2日。黒龍江省 とハルビン市社会
学学会所属の青少年犯罪問題研究会が討論会を
開催する。会議には10名の同志が参加 し,つ ぎ
の3つ の問題を主に解決する。(1)青少年犯罪問
題に対する研究の重要性の認識や切迫 している
という認識の高揚,(2)特定研究のテーマの確定
および責任者の決定,(3)小グループ活動計画の
制定。
1980年7月29日。黒龍江省とハルビン市社会
学学会会員代表会議がハルビン市友誼宮で開催
される。省内の大学 ・専門学校,科 学研究部
門,実 際工作部門の120人余 りが出席す る。省
苦情処理室主任 ・学会理事長の馬俊同志が会議
を主宰する。省顧問委員会副主任王路明同志,
省社連副主席範兆義,市 社連副主席鐘学志が会
議に出席 し,あいさつをする。省党委員会副書
記劉成果同志は書面であいさつを述べる。省党
委員会農工部顧問洪樹同志,省 人民大表会議常
任委員会鄒芳林同志,退 職幹部徐咏之同志,省
経済研究センター主任程暁候同志,省 党委員会
組織部顧問雷方侠同志が会議に出席する。この
会議では学会の活動を総括 し,今後の活動 を取
り決め,第2回 理事会の理事および常務理事を
一32一
選挙する。
代表たちは6年(ママ)このかたの(今年6月
以来の…星註)学 会の活動 を回顧 し,かれらは
学会活動には成果があったことを一致 して認め
る。重大で現実的な社会問題 に対 して調査 と学
術討論が進められたこと,社会学基礎理論に対
して研究活動が組織 されたこと,社会学研究の
基本的な人材が養成 されたこと,社会学の基礎
知識が伝達できたこと,学会の組織建設が強化
されたこと,比較的豊富な活動経験が獲得され
たこと,等々である。そのために学会の活動は
各方面の好評を博 した。今後の社会学学会の基
本的な任務は省全体の社会学に携わる者を団結
組織 して,マ ルクスニレーニン主義の指導のも
とで,「百家斉放,百 家争鳴」の方針を貫 き,
理論 と実際とを結 び付 けるという原則 を堅持
し,理論社会学 と応用社会学の研究を進め,黒
龍江省の改革と社会主義現代化建設に役立つこ
とである。現在,黒 龍江省 とハルビン市の経済
発展戦略を捉えなければならない し,経済 ・社
会協調発展な どの問題 を捉 えなければな らな
い。同時に,社会学基本常識の普及や学会組織
建設などの活動をやらなければならない。
1980年8月15日。黒龍江省 とハルビン市社会
学学会が常務理事拡大会議を開催する。会議は
学会理事長孫鏃耀同志によって主宰 される。
会ではまずハルビン市社会科学研究所李徳濱
同志が北京で社会学講習会に参加 した学習の情
況の紹介 を聞く。
会議ではまた費孝通先生が提出 し,黒龍江 と
上海が請け負 った人口流動の研究課題について
討論し,これから関係する力を組織し,この方
面の調査 を行ない,この研究項 目を完成 させる
ことを決定する。
1980年8月29日。教 育部がつ ぎの教育部
(80)教高一字071文件 を発する。厂わが部は一
部の大学で続々 と社会学専攻 を設置 したいと
思っている。できるだけ早 く社会学教材 をつ く
るために社会科学院社会学研究所,社 会学研究
会,北京大学で相談 して,第1回 の社会学講習
会に参加 した人員のなかか ら8名の同志を選ん
で,北京大学に集 まって 『社会学概論』 を共同
で編集することを決めた」。
1980年9月。中国社会科学院社会学研究所は
第1回 の受講生がだした意見にもとづ き,北京
大学と協力 して,『社会学概論』教材作成小 グ
ループを組織 し,『社会学概論』の作成にかか
る2)。
『社会学概論』の作成は中国社会学再建のた
めの重要な第一歩である。
1980年9月。中国社会科学院社会学研究所 と
天津人民出版社が共同で出版活動座談会を開催
し,社会学叢書 を出版することを決める。
1980年9月1日～4日。黒龍江省 とハルビン
市社会学学会が拡大理事会を開催 し,社会学学
会理事,一 部の会員および関係部門の人々,合
わせて80人余 りが出席する。
この拡大理事会では中国社会科学院社会学研
究所が行なった社会学講習会で中国社会科学院
副院長于光遠,わ が国の著名な社会学および関
連する学問の専門家や学者である費孝通,呉 文
藻,杜任之,王康,汪 子嵩,張 芝聯,有 義など
の同志の発言が伝えられる。また講習会で検討
された学術問題が紹介される。最後に,学会理
事長孫鏤耀同志によって総括報告がなされる。
かれはこの会議で専門家や学者の発言を聞い
て,眼 が開かれ,思 想が解放 され,知 識が増
し,関心が養われたことによって,こ の会議は
学会の研究活動を発展させることに大 きな促進
作用があったという。また,か れは参加 した同
志が,広 く研究テーマを選ぶように,問題を積
極的に研究するように,社会主義建設のために
多 くの貢献を行なうように動員する。同時にま
たかれは学会のこれからの活動を定める。
1980年10A21日。費孝通教授が胡喬木同志に
書簡を送 り,中国社会学を建てなおす具体的な
布石について初歩的な構想を述べる。
1980年10月。中国社会科学院社会学研究所が
北京宣武区椿樹街道 弁事処東河沿居民委員会に
社会調査基地を試験的に建てる。
1980年11月4日～17日。武漢鋼鉄公司が社会
学研究小グループを設置する。武漢鋼鉄公司党
委員会宣伝部部長斉金堂が長に,宣伝科長陳章
相が副長になる。
1980年11月。ハルビン市青年宮と市社会科学
研究所が社会学基礎知識を普及 し,社会学学術
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活動 を展開するために,社会学基礎知識講座 を
開催する。全部で4講座あり,第1講 は社会学
概論,第2講 は社会学発展史,第3講 は社会学
研究の基本的方法と歩み,第4講 は社会学と青
年活動である。第1講 から第3講 は社会科学研
究所の李徳濱同志が,第4講 は社会科学研究所
の李再龍同志が講義する。講座の参加者は主に
ハルビン市共産主義青年団の幹部 とハルビンの
省 ・市社会学学会委員である。
1980年11A4日～17日。湖北省社会学学会が
武昌で成立大会と第1回 の学術討論会を開催す
る。会議は学会規則の採択,第1次 理事会の選
挙を行ない,湖北省社会学学会社会学研究所と
『社会学研究資料』編集委員会を成立させる。
会議では武漢大学教授劉緒貽など56人を理事
に選出 し(その内21人は常務理事),社会学の
老大家楊開道先生を名誉理事長に,劉緒貽教授
を理事長に推薦 し選ぶ。副理事長夏邦新をチー
フにして,秘 書長張隕,副 秘書長于真,羅 東
山,厳武など5人が活動のための指導グループ
を組織する。常務理事会は社会学艾王韋生副教
授,華 中工学院盧振中副院長,武 漢大学譚崇台
教授,省 高級人民法院副院長郭輔軒,省検察院
副検察長庄乾明,省労働組合宣伝部長達漢,民
族学院政治部主任何春光,党 学校呉仲炎など9
人を副理事長に選ぶ。かれらは各部門の責任者
であ り,学会の仕事を指導 し,支持している。
1980年11月。天津社会科学学会連合会の支持
のもとで,王左,蘇 駝,王 鴻江,楊 心恒などの
同志が参加 して社会学準備小グループを成立さ
せ,天 津市社会学学会をつ くる準備を始める。
1980年11月。南開大学が社会学専攻を設置す
る。
1980年12月24日～27日。黒龍江省 とハルビン
市社会学学会が青少年犯罪問題理論討論会を開
催する。公安 ・検察 ・法院,労働者 ・青年 ・婦
人,大学 ・専門学校,小 中高校,理 論宣伝,新
聞出版などの部門の学会会員および関係者,合
わせて100人余 りが討論会に参加する。遼寧省
社会科学院劉1条心同志も参加する。
会は黒龍江省 とハルビン市社連会の指導で,
社会学学会青年犯罪研究会が組織 したものであ
る。省社連副秘書長劉兆義同志が参加 し,中共
ハルビン市委員会宣伝部副部長 ・学会理事長孫
鏤耀同志が開会の辞を述べ,ハ ルビン市法院副
部長 ・学会副理事長劉光炎同志が会の総括 を行
なう。
会は百花斉放,百 家争鳴の方針 を堅持 し,目
下青少年犯罪問題を研究する重要な意義をめ
ぐって,青 少年犯罪の特徴,原 因,法則および
どのような方法で青少年犯罪を防止するかとい
う問題について討論を展開する。会は盛 り上が
り,多 くの積極的な意見が寄せられ,グ ループ
の発言以外にも,13人の同志が大会で論文を読
み上げる。劉濠心同志が大会で学術報告を行な
う。参加の同志は一致して,今 回の会は理論 と
実際 との関係が比較的緊密で,考 え方は比較的
開放的で,討論の領域も比較的広 く,そのため
に収穫は比較的大きいと認める。
会ではまた1981年青少年犯罪問題研究計画を
討論する。そしてこの問題を1981年6月の社会
学学会年会で継続 して討論することを決める。
研究の重点は原因や法則を分析することと対策
を検討することの両面に置かなければならない
とする。みんなはこの研究テーマをや り遂げる
ためには思想を解放 し,自由な思想を妨げるさ
まざまなものを打破 しなければならない と考え
る。そ して,社 会学,法 学,社 会心理学,行 為
科学,犯 罪学などの基本理論を努力 して学習せ
ねばならないし,また調査研究活動を真剣 にや
らなければならないと考える。
1981年
1981年。中山大学に社会学部が設置される。
この学部はまず研究生を養成する措置を講 じ,
教師団の建設を強める。1985年5月に至るまで
に,合 わせて43人の研究生(研 究生クラス14
人,修士 コース研究生29人)と学部生40人を募
集する。
教師の任用は,控 えめにおさえて現在長期名
誉教授,客 員教授各1人,教 授1人,助 教授2
人,講 師2人,助 手8人 である。
学部を設置して以来,こ の学部は主要な力を
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研究生の養成に注いで きている。その指導理念
は研究生を養成するにあたって,教 室での授業
のみならず,知識を伝授すると同時にかれらの
知恵能力 を開発 し,知恵型の高級人材にするこ
とにある。教学と科学研究の実践の必要から,
この学部は農村コミュニティ(社区)の鷺江村
と都市コミュニティの二龍街の2つ の実習基地
をそれぞれ設定して,香港社会,珠 江三角州集
鎮および深釧市の3つ の方面の研究活動 を展開
する。教学 と科学研 究以外 にも,こ の学部 は
1985年までに多 くの社会学学術活動を展開す
る。その主なものは(1)1985年12.月,わが国では
じめての社会学応用国際討論会の開催,(2)社会
心理学教員研修クラスの開催,(3)中央書記処農
村政策研究室が行 なった中国農村のサンプル
(抽様)調査への参加である。
1981年2月。吉林省に社会学研究会が成立す
る。
1981年2.月26日。中国社会科学院社会学研究
所と南開大学が共同で開設 した社会学専攻クラ
スが開学する。この専攻クラスは全国18ヶ所の
重点総合大学の第77期在校生と復旦大学分校の
社会学部78期在校生のなかから選抜 された43名
の学生が受け入れ られる。その他にも少数の研
修生 と聴講生がいる。この学生は期限1年 の社
会学専攻で理論と方法の学習と訓練の後,社 会
学専攻卒業生として教学や研究に関わる仕事に
従事するであろう。
1981年3月4日。天津市社会学学会準備 グ
ループと市党委員会政策研究室が共同して催す
社会学講座がはじまる。
1981年3月11日～24日。教育部高教一司と中
国社会科学院社会学研究所が共同で天津市で
『社会学概論』の初稿の討論会を開 く。
1981年3月23日。天津市社会学学会が成立大
会を開く。市党委員会,市 政府,市 人民代表大
会,南 開大学,市 社会科学院および市労働組
合,青 年団,婦 連,民 政,公 安など40数部門の
代表が会議に出席する。中国社会学研究会会長
費孝通教授が招きに応 じて会議に出席する。社
会学者趙範,呉 澤霖,湖 北省社会学学会秘書長
張員隕,黒 龍江省社会学学会秘書長田傑および
天津で高等学院社会学教材を審査 して決める討
論会に参加 している一部の同志も招 きに応 じて
会議に出席する。
蘇駝同志が学会成立大会で準備小グループを
代表 して,学会の準備活動状況について総括報
告 をす る。参加者は一致 して学会規則 を採択
し,選挙 して理事会 をつ くる。王左同志が学会
成立後の各項 目の活動について報告する。席
上,費孝通教授があいさつをする。かれは中国
社会学研究所の成立以来の2年 間,社会学研究
が多 くの場所で勢いよく発展 している状況を,
簡単で要領よく回顧 し,つぎのように話す。目
下社会学研究のなかには解決が急がれる2つの
問題がある。1つ はさまざまな方法で社会学を
研究する人材を早 く養成すべ きこと,他の1つ
は理論を実際と結びつけ,調査研究から着手 し
て,中国の国情をはっきりさせるために調査研
究基地をつ くるべ きこと,そ してモデル(典
型)調査に力を入れるべ きことである。
学会成立後,理 事会が第1回 の会議を開き,
1981年の活動計画を検討する。1981年はまず社
会学の普及活動を努力 して行なうことを決め
る。つ ぎに会員を動員 して,本 職 と結びつけ
て,各種の特定テーマの研究会やグループを組
織 し,社会調査 を行なって順次天津市社会学研
究活動を発展 させる。
1981年5A25日。中国社会科学院社会学研究
所 と中国社会学研究会が北京で共同で第2回社
会学講習会 を開く。67日間にわたり,7月30日
に終了する。
1981年8.月1日～11日。 『社会学概論』編著
グループが北京で第3回 の会議を開く。討論 を
経て,ど のようにして中国の特色をもつ 『社会
学概論』をつ くることができるかという認識を
さらに深め,各 章の順序について新たに合理的
な配列を行なう。
1981年8月18日。北京市が社会学学会成立大
会 を開く。中共北京市委員会書記劉導生,中 国
社会科学院副院長于光遠,中 国社会学研究会副
会長陳道,北京市副市長雷潔瓊,北京市政治協
商会議副主席羅青および北京地区の社会学理論
学者 と現場の人,合 わせて200人余 りが成立大
会に出席する。会議はまず北京市社会学学会準
備小グループ幹事の雷潔瓊教授が準備過程を報
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告 し,引き続いて,全 会一致で会則を選択 し,
学会理事47名を選出する。中共北京市委員会書
記劉導生同志が北京市委員会を代表 して,祝賀
を述べる。かれは北京市社会学学会が成立後は
関係部門と密接に協力 して,強 力に社会調査を
行なうべ きこと,ま た内容のある科学的調査研
究報告を提出し,党 と政府が政策を制定する際
の,ま た各項の社会問題を解決する際の根拠 と
なるべ きことを希望する。于光遠副院長は会で
報告 を行なう。かれは北京市社会学学会はさき
ごろ成立 した北京市経済学会 と密接 に協力 し
て,都 市問題を研究する重要な力になるべきで
あると話す。
中国社会学研究会副会長陳道同志が同研究会
を代表 して,祝 賀を述べる。社会学の老大家の
呉文藻,呉 澤霖,銭 長本の3教授があいさつを
する。北京市政協副主席羅青,北 京市人口学会
秘書長銭玲娟な どの同志 も会であいさつ をす
る。
大会後,学 会理事会は第1回 の会議を開き,
会長,副 会長,秘 書長および副秘書長 を選挙す
る。雷潔瓊教授が会長に,袁方教授が副会長兼
秘書長になる。 また会議ではどのようにして社
会調査 を発展 させ るか,ど のようにして理論社
会学と応用社会学の研究を進めるかについて意
見がだされる。
1981年9月5日。中国社会科学院社会学研究
所 と中国社会学研究会が共同で社会学月例座談
会を開く通知をだす。
1981年9.月8日。中国社会学研究会会長が会
議を開き,年末の理事会会議開催の問題 と1982
年年会の準備の問題を検討する。
1981年9月10日～12日。黒龍江省 とハルビン
市社会学学会がハルビン市科学宮で会員大会を
開き,中国社会科学院社会学研究所が1981年5
月から7月 まで北京で開いた第2回 社会学講習
会の主な講座内容を伝達するとともに,今後の
学会活動を検討 して取 り決める。
省社連副主任兼秘書長趙憲民,省 社連副秘書
長範兆義,市 社連準備処責任者薛連挙,社 会学
学会副秘書長 ・省苦情処理室主任馬駿,学 会副
秘書長 ・市中級人民法院副院長劉光炎,学 会副
秘書長 ・市人民代表常務委員会弁公室副主任劉
永勤および省衛生局副局長劉宗秀,市工商局長
都嘉信,ハ ルビン医大経済学助教授李永康など
80人余 りが会議に出席する。
1981年9月11日。北京市社会学学会が雷潔瓊
会長の主宰で,第1回 の常務理事会を開く。席
上,学 会の会則にもとづき,また成立大会で中
共北京市委員会と中国社会科学院の責任者が提
出 した要求 にもとづ き,北京市社会学学会の
1981年10,月か ら1982年10月までの活動計画を検
討 し,採択する。
1981年9月14日。江蘇省社会学学会準備会議
が開かれる。会議は江蘇省社連副主席兼秘書長
王淮冰同志が主宰する。会に参加した同志はど
のようにして江蘇省で社会学を創建するかにつ
いて熱心 に討論 し,江蘇省で社会学を創建する
条件はすでに熟 したと考える。民主的な協議を
経て,呉槙同志を主任 とする江蘇省社会学学会
準備委員会が誕生する。
1981年9月25日,10月23日,11月24日。中国
社会学研究会と中国社会科学院社会学研究所が
共同で第3回 「月談会」を開 く。9月25日の会
で,中 国社会学研究会と中国社会科学院社会学
研究所の責任者が会に参加 した同志 に社会学
「月談会」 を開く目的および考え方 を説明する
とともに,2年 来の活動 と今後の中国社会学を
創建する考え方を簡潔に紹介する。10月23日と
11月24日の会で,中 国社会学研究会会長 ・中国
社会科学院社会学研究所所長費孝通教授が 「三
たび江村を訪れる」(三訪江村)と 「三たびイ
ギリス ・ロンドンを訪れる」(三訪英倫)の 印
象を生 き生 きと紹介する。
1981年10月初。費孝通教授が3度 目の江蘇省
呉江県開弦弓村,す なわち 「江村」 を訪 問す
る。費孝通教授 は訪問後 「三たび江村 を訪れ
る」という論文 を書 く。今回の訪問で,中 国社
会科学院社会学研究所は開弦弓村にコ ミュニ
ティ社会調査基地の建設を決定する。
1981年10A6日。中国婚姻家族研究会が正式
に成立する。全国婦連副主席 ・中国社会学研究
会副会長雷潔瓊,中 国社会科学院副院長于光
遠,中 国社会科学院法学研究所副所長韓幽桐が
成立大会であいさつをする。全国婦連主席康克
清,法 制委員会副主席張友漁,民 政部部長程子
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華,全 国婦連副主席羅瓊などの責任者 も大会に
出席する。
中国婚姻家族研究会の主 旨は,マ ル クスニ
レーニン主義,毛 沢東思想を指導とし,百花斉
放,百 花争鳴の方針 と理論は実際と結び付かね
ばならないという原則 を貫徹 し,各方面の力を
組織 ・協調して婚姻家族の理論研究,実 態調査
および宣伝教育活動 を展開すること,また社会
主義的な婚姻家族制度を強固にするために,社
会主義精神文明の建設を促進 し,わが国の社会
主義現代化 を実現す るために役立つことであ
る。
大会は研究会会則 と理事会名簿を採択 し,雷
潔瓊を会長に,陳少健を秘書長に決める。中国
婚姻家族研究会は都市 と農村における婚姻の現
状,歴 史および発展方向について系統的 ・計画
的に調査研究を進めようとする。研究成果 を交
流できるように婚姻家族に関する報告会や討論
会を開催 し,関係部門にデータを提供する。ま
た,各種の宣伝活動を展開し,社会主義思想で
婚姻家族問題 を解決することを積極的に提唱
し,大衆が幸福,円 満,民 主的なむつ まじい新
家族をつくることを助ける。
1981年10月10日。中国社会学研究会が 『社会
学通信(通 訊)』を創刊する(不定期 出版,内
部発行)。『社会学通信』は中国社会学研究会編
纂の動態的かつ資料的な刊行物である。その主
要任務はマルクス=レーニン主義,毛 沢東思想
の指導のもとで4つ の基本原則を堅持 して社会
学知識を普及すること,社会問題の調査研究の
情況を紹介 して国内外の社会学界の動態 を報告
すること,また社会学研究の文章を発表 して新
たな中国のマルクス主義社会学を積極的に創立
するための通信網になることにある。
1981年10月。復旦大学分校社会学部が主宰 し
て 『社会』(社会学叢刊)を創刊する。
『社会』(社会学叢刊)は わが国で初めて公開
出版された社会学の読み物である。これは社会
を研究して社会に供するもの,理論研究と調査
研究を互いに結びつけて学術探求と社会普及を
互いに結びつけるものである。また,学術民主
を発揚 した り学術思想 を活発にするために学術
交流を促進し,社会学の教学 と研究レベルを高
めて社会学の知識の普及に役立てるものであ
る。
1981年10月。北京市社会学学会が青少年犯罪
問題研究テーマ会議を開く。席上,中 国社会科
学院青少年研究所の同志がまず全国青少年犯罪
問題計画会議の情況を紹介 し,その後,み んな
が幅広い討論を行なう。
会では,協議を通 して次のような研究課題を
手始めに実行することになる。(1)北京市社会科
学研究所は青年労働者の犯罪調査を進める,(2)
共産主義青年団北京市委員会は基層の団委員会
の同志 を組織 し,ホ テルで働 く青年,農 村青
年,待 業青年の犯罪調査 を行なう,(3)市教育科
学研究所は中高生の犯罪調査をする。(4)市公安
局は経済犯罪 と大学生の犯罪調査を計画する,
(5)市高級人民法院は死刑の判決を受けた青年犯
の犯罪構造の研究を計画する,(6)政法学院は青
少年犯罪学の研究を計画する。北京市社会学学
会は年末ないし年始に青少年犯罪問題学術討論
会の開催を計画する。
1981年11A。江蘇省社会科学院に社会学研究
所が成立する。研究所には,理 論研究 ・編訳
室,応用研究室,人材開発研究室i新 聞メディ
ア研究室を設ける。その研究方向 と重点は城鎮
(都市 と村落)社 会学,コ ミュニティ研究,新
聞社会学である。
1981年11月。華中工学院に社会学研究室が成
立する。
1981年11月。中国社会学研究会,中 国社会科
学院社会学研究所および 『中国青年』雑誌編集
部が共同で社会調査の文章を募集する旨の発表
をする。
1981年11月9日午前。北京市社会学学会が就
業人口区分規準テーマ討論会を開く。会議には
国務院人ロセンサス(普査)弁 公室,中 国社会
科学院青少年研究所,中 国人民大学人口理論研
究所,右 炭部,市社連,市計器局など10余りの
部門の約20人が参加する。会議の中心議題は,
就業人口と待業人口の区分規準をどのようにし
て確定するかについてである。これは1982年の
全国人ロセンサスの1項 目となる 「職業」の記
入に科学的なよりどころを提供するためであ
るQ
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1981年11月18日。費孝通が英国王立人類学協
会の1981年バ クス レー(Huxley,赫胥黎)記
念会でバクス レー賞を受ける。席上,「三たび
江村を訪れる」3)の学術報告をする。
1981年12月11日午前。北京市社会学学会が婚
姻家族問題座談会を開く。中国社会科学院哲学
研究所,民 族研究所 と研究生院,中央党学校,
中央団校,公 安部,首 都医院,北京市託児所 ・
幼稚園弁公室,北 京市西城区団委,北京市豊台
区婦連,北 京 日報,北 京社会科学研究所などの
部門の代表約20人が参加する。北京市社会学学
会会長雷潔i瓊が会議に参加 し,あいさつ をす
る。
座談会では,こ こ1,2年 来,婚姻家族にみ
られるつ ぎの問題を主に討論研究する。(1)結婚
相手がみつか らないという問題(2)結婚式をは
でにやって浪費する風潮が広まっている問題
(3)三角関係が もとで生 じた離婚紛争の問題,(4)
中高生(甚 だ しいばあいは小学生)の 恋愛問
題,(5)家庭教育 と児童保健の問題である。
1981年12月13日。南開大学社会学部専攻クラ
スが卒業式を行なう。全国18の高等学院から来
た43人の学生が1年 間の学習を経て,今後社会
学の教学 と研究活動に従事するために一応の基
礎 を築 く。教育部の批准を経て,こ の専攻クラ
スの基礎の上 に,社会学修士の学位を与える研
究生クラスを開 く。試験をパスした15名が採用
される。
1981年12月12日～15日。湖北省社会学学会が
華中農学院で100人余 りの会員代表が参加する
年会および社会調査方法討論会を開く。会議は
学会成立1年余 りの活動 を総括 し,調査報告,
論文および関係資料の40編余 りを交流 し,1982
年の学会活動の一応の計画を立案する。
年会は社会調査報告書の交流にもとづ き,社
会調査の方法の問題を真剣 に討論する。年会で
は,中 国社会学研究会の同志および武漢を訪問
しているアメリカの学者が学術報告をする。
社会学学会の指導を強めて都市社会学,農 村
社会学,民 族社会学の研究活動を一歩一歩繰 り
広げるために,年会は中共武漢市委員会宣伝部
副部長郭治澄,華 中農学院党委員会書記趙抱
一,中南民族学院副院長賈清波を学会副理事長
に補欠選挙する。
1981年12月15日。上海市社会学学会が1981年
の年会を開 く。この年会には会員および関係方
面の代表900人余 りが参加する。中国社会科学
院副院長于光遠,中 共上海市委員会書記 ・市社
連主席夏征農,中 国社会学研究会会長 ・中国社
会科学院社会学研究所所長費孝通,中 国社会科
学院社会学研究所副所長呉承毅などの同志が年
会であいさつをする。会長曹漫之が学会を代表
して会務を報告する。
年会では,学会所属の青少年研究会,社 会福
祉研究会,社 会学教学研究会および婚姻家族研
究会(準 備グループ),老人問題研究会(準 備
グループ)がそれぞれ分かれて学術交流,会 務
活動を行なう。また参加者はどのようにして社
会学研究 と教学を展開するか,ど のようにして
学会建設を強めるかなどの問題について意見 を
発表する。
1981年12月16日～1982年lAl6日。北京,天
津,上 海,南 京地区の10部門の19名の社会学者
で組織 された 厂江村」調査グループが開弦弓村
で始めての共同調査 を行なう4)。中国社会科学
院社会学研究所費孝通,呉 承毅,張之毅 などの
同志が顧問になる。
1981年12月22日～ 3日。中国社会学研究会理
事会が北京で第4回 の拡大理事会会議 を開く。
会議の主要な内容はつぎの通 りである。(1)中国
社会学研究会成立3年来の社会学教学,科 学研
究および社会調査などの展開の情況の交流,(2)
1982年5月に社会学年会を開催す る問題の検
討。
会議は1982年5月に年会を開くことを確定す
る。会議では,中国社会科学院社会学研究所副
所長呉承毅を現理事会の理事に追加 して選ぶ。
会議はさらに呉承毅,王 康同志 を責任者 とし
て,北京および関係地区の同志に依頼 し年会準
備グループを成立させる。
1981年12月24日午前。北京市社会学学会が北
京市中山公園で第1回 の大規模な学術報告会を
開く。費孝通教授が 「三たび江村 を訪れる」と
題する学術報告を行ない,約500人が参加する。
1981年12月。南開社会学クラス 「同窓会」が
南開大学で成立する。「同窓会」は南開大学社
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会学専攻クラスの43名の同窓とその他の10数名
の研修生と聴講生からなっている。同窓会を成
立 した目的は主に関係を強めて互いに情報を交
わ した り資料 を交換 し,一致団結 して祖国の社
会学事業 に貢献することである。
(1990.2.13.訳)
註
1)こ れは,遼寧社会科学院社会学研究所 ・中国
社会科学院社会学研究所 「社会学研究」編輯部
合編,『中国社会学手冊一機構 ・人員 ・大事記
一1979--1986-』(1988年5月刊)の なか の
「中国社会学重建以来的大事記」(中国社会学
回復以来の年譜)の1部 分176～197ページを訳
したものである。本来ならば,1979～1986年の
8年分全部を掲載すべ きだが,訳 者が1989年12
.月29日から1990年1,月2日にかけて上海で筆写
で きたのが,こ こに訳出した3年分22ペー ジ分
である。
なお,中 国社会学の95年間にわたる簡便な年
譜(1891年から1986年まで)に ついては,韓 明
漢著 『中国社会学史』一社会学叢書一,天 津人
民出版社,1987年のなかの 「中国社会学史大事
記」(中国社会学史年譜)の 訳とともに,事 実
関係 をい くつかの資料で補った もの を費孝通
著 ・星明訳 「社会学について再び語る」の資料
として 『ソシオロジ』(第108号,1990年5月)
に載せておいたので参照されたい。
2)こ の 『社会学概論』一試講本一は,天津人民
出版社から1984年5月に出版された。
3)こ れ は,FeiHsiaoTung,ChineseVillage
Close-Up,NewWorldPress,BeiJing,1983に収
録されてお り,この本は小島晋治ほか訳 『中国
農村の細密画一ある村の記録1936～82-』(研
文出版,1985年)に全訳されている。(収録は
訳書,「今 日の開弦弓村一1981-」245～261
ページ)
4)こ のグループが行なった調査結果の一部は,
同上訳書に収録 されている(収 録は訳書,「開
弦弓村調査グループの調査報告一1981-」,245
～321ページ)
(本稿は平成元年度佛教大学学会特別研究費に
よる研究の一部である。記 して感謝の意を表明
したい。)
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【資料】 中華人民共和国上海図書館所蔵 ・社会学に関する文献目録〉〉(中文編) (1902年～1948年まで)
著 者 書 名 発行所 発行年 備 考
001高田保馬著 杜李光訳 社会学(万 有文庫第1集,百 科小叢書) 上海商務 1933
002毛起鵝編著 社会学(青年基本知識叢書) 上海正中書局 一
003毛起鵝編著 社会学(青年基本知識叢書) 江西正中書局 1944 版次1
004毛起鵁編著 社会学(青年基本知識叢書) 重慶正中書局 1943 版次初
005瀋宗元編述 社会学 成都昌福公司 1914
006唐仁編著 社会学 上海平凡書局 1929
OO7欧陽釣編訳商務編訳所
校訂
社会学 上海商務 一
008岸本能武太著 章炳麟訳 社会学(上下冊) 上海広智書局 1902
009渋江保著 金鳴鑾訳 社会学 上海開明書店 1902
010杉森孝次郎 社会学(日文版) 早稲田大学出
版部
1927
011遠藤隆吉著 王兆熊編 社会学 一 一 版権頁なし
012F.H.Hankins華 鼎 彜 訳 社会学(社会科学史綱第6冊) 商務 1940 初版
013F.H.Hankins華 鼎 彜 訳 社会学(社会科学史綱第6冊) 商務 1944
014孫本文 社会学ABC(ABC叢 書) 上海ABC叢
書社
一
015姜君辰 社会学入門 香港文化供応
社
1946 港1版
016徳普延年編輯 社会学入門(学生門径叢書) 上海世界局 lsz4 版次3
017A.Lewis高維 翰 訳 社会学入門 上海水沫書店 1930 初版
018王平陵編 社会学大綱 上海泰東図書
局
1927 再版
019朱聚仁,曹 源文編訳 社会学大綱 上海民智書局 1927 4版
020李達講述 社会学大綱 一 一 版権頁なし
021李達 社会学大綱 上海筆耕堂書
店
一
022李達 社会学大綱(上海法政学院講義) 一 一
023楊開道等 孫本文主編 社会学大綱(上 下冊 ・社会学大編第一種) 世界書店 一
024余天休 社会学大綱 北平文化学社 1931初版
025J.L.Gillin&F.W.Blackmar
呉 澤 霖 ・陸 徳 音
社会学大綱 世界書店 1935 初版
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026J.L.Gillin&F.W.
Blackmar周 谷 城 編 訳
社会学大綱 上海大東書局 1933
027孫本文 社会学上之文化論 北平朴社 罇27 初版
028魏重慶編著 社会学小史(百科小叢書) 長沙商務 1940 初版
029E.Durkheim許徳 斫 訳 社会学方法論 上海 一
030卜愈之編著 社会学及社会学問題(高中師範教本) 世界書局 1931
031毛起鵝編著 社会学及社会学問題 民智書局 一
032C.A.Ellwood
趙 作 雄 訳
社会学及現代社会問題 上海商務 1920 初版
033馮義康 社会学史要 社会評論社 1932 初版
034李剣華 社会学史綱(社会学叢書 第13種) 上海世界 1930
035易家鉞 社会学史要(共学社叢書通俗叢書) 上海商務 一
036孫本文 社会学用書挙要(青年学術叢書) 上海中国社会
科学会
1934 初版
037国立編訳館編訂 社会学名詞 正中書局 1946 滬1版
038揚幼炯 社会学述要(社会科学叢書之一) 上海泰東図書
局
1927
039揚幼炯 社会学述要(社会科学叢書之一) 上海泰東図書
局
一
040陳序経 社会学的起源(嶺南大学西南社会経済研究
所専刊乙集第二種)
広州嶺南大学
西南社会経済
研究所
1949 初版
041陳毅夫 社会学的基礎知識 南京印書館 1928 初版
042孫本文 社会学的領域(社会学叢書第一種) 上海世界 一
043亜克色利羅徳 呉念慈訳 社会学底批判 上海南強書局 1929
044常乃悳編 社会学要旨(青年叢書) 上海中華 一
045劉深澤 社会学要論(上巻) 南京新京書社 1932 初版
046蔡毓騁 社会学研究法(黎明小叢書) 上海黎明書局 1930 初版
047程其保編 社会学科之教材与教授法(師範叢書) 長沙商務 1939 初版
048朱亦松 社会学原理 上海商務 一
049姜蘊剛講述 社会学原理(華西大学中国社会史研究叢書
第一種)
成都華西大学
中国社会史研
究室
1944 初版
050孫本文,呉 景超,黄 文山 社会学(上 下冊 ・部定大学用書) 商務 一
051孫本文 社会学原理(大学叢書) 上海商務 冖
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052應 成 一 社会学原理(上下巻・社会科学叢書) 上海民智書局 一
053F.W.Blackmar
陶 集 勤 訳
社会学原理 上海全民書局 1929 4版
054F.W.Blackmar
陶 集 勤 訳
社会学原理 上海漂湲図書
館
一
055F.W.Blackmar
陶 集 勤 訳
社会学原理 上海新文化書
社
1928 3版
056R.M.Maclver張 世 文 訳 社会学原理 商務 1934 再版
057張有桐 社会学原理 一 一 版権頁なし
058蕭瑜編訳 社会学書目録 北平立達書局 1934 初版
059王伯イ毛 社会学教程(社会科学名著之11) 上海言行出版
社
1939 初版(滬)
060王 伯 イ毛 社会学教程 上海神州国光
社
一
061文公直主編 程逸民編輯 社会学問答 上海大中華書
局
1936
062納武津著 甘浩訳 社会学問答(百科問答小叢書) 上海商務 1925 初版
063毛起鷄編著 社会学問答(百科常識問答叢書之1) 上海大東書局 1931 再版
064F.Giddings呉建 常 訳 社会学提綱(教育志叢第1編) 日本教科書訳
輯社
1903 市川源三訳
からの重訳
065郭伯棠編著 社会学概要(考試準備各科概要叢書
社会経済)
上海世界 1929
066瞿世鎮編 林天棋校 社会学概要 上海三民図
書公司
1948
067李哲愚編 社会学概要(中央警察官学校構文) 一 一 版権頁なし
068汪公亮編 社会学概論(黄英侠蔵書) 北平華北大学 1935
069高田保馬著 伍紹垣訳 社会学概論(華通社会学叢書) 上海華通書局 1931 初版
070高田保馬 社会学概論 一 一 版権頁なし
071徐宗澤 社会学概論 上海聖教雑誌
社
1934
072陳翊林 社会学概論(社会科学叢書) 上海中華 一
073許徳哘編著 社会学概論 上海商務 1928 初版
074湯増揚 上海中国社会科
学会主
社会学概論 上海大東書局 1933
075湯増揚 社会学概論(社会科学基礎叢書之1) 上海大東書局 1932
076加田哲二著 劉権琴訳 社会学概論, 上海開明書店 一
一42一
077E.S.Bogardus瞿 世 英 訳 社会学概論(新学制高級中学教科書) 上海商務 一
078Azocclopedia張我 軍 訳 社会学概論 上海北新書局 1929 初版
079鄭若谷 社会学概論及現代社会問題研究大綱 労大工廠部印 1929 初版
080馮和法編 孫寒冰校 社会学与社会学問題 上海黎明書局 一
0810gburn&Goldeweiser
駱 笑 帆 訳
社会学与其他科学之関係 上海大東書局 冖
082厚生 等 社会学与教育(教育叢書第45種) 上海商務 1925初版
083T.S.Roucek許 孟 瀛 訳 社会学与教育 商務 1947初版
084F.Engels高希経 等 社会学説体系(上下冊) 社会経済学会 一
085馮品蘭編纂 孟憲文 ・
湯蔭人校
社会学綱要 上海商務 一
086銭然編著 社会学綱要(考試叢書) 上海法学社 1929
087劉天予編 社会学綱要(中華百科叢書) 上海中華 冖
088張資平編 社会学綱要(学芸叢書9) 上海中華学芸
社
一
089M.Ginsberg張 淫 訳 社会学導言(新中学校文庫 ・社会科学小
叢書)
上海商務 1947 再版
090M.Ginsberg彊 雲訳 社会学導言(社会科学小叢書) 上海商務 1936 初版
091蕭玉等 社会学講座社編 社会学講座(第一冊) 社会学講座社 1931 不連
092許徳絎 社会学講義(上巻) 北平好望書店 1936 初版
093瀋梓年 社会学講義(上海法政学院講義) 冖 一
094高田保馬著 杜李光訳 社会学総論(社会科学叢書) 上海商務 1930 初版
095高君哲等編訳 社会学辞彙(英 漢対照,友聯叢書第一種) 北平友聯社 1931 初版
096林之学編著 社会總覧(小学入学準備總覧) 上海東方書店 1937 11版
097李定夷編著 包醒独校甚 社会叢談(社会小説) 上海国華新記
書局
一
098J.Verdier聽 鵬 訳 社会叢談 上海杣湾印書
館
1928 4版
099危天笑等 大東出局編訳
所編
社会鏡(上中下冊) 上海大東書局 1924 3版
100姚民哀等 社会鏡 等 冖 冖 不連
101上海新劇同志会編輯 社会鐘(第 一至七幕,劇本) 同編者 1912
102王立謙編輯 社会鑑 上海商務 一
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103河上肇著 瀋綺雨訳 社会変革底必然性 上海創造社出
版部
19
マ マ
104P.Sorokin鐘兆 麟 訳 社会変動論 世界書局 1932
105孫本文 社会変遷 上海世界書局 1929
106孫本文 社会変遷(社会学叢書第8種) 上海世界 一
107陳安仁 社会観 上海泰東図書
局
一
註
1)こ のリス トは,筆者が1989年9月14日および同年12月29日に,上 海図書館の古籍室の目録カードを筆写し
たものから作成 したものである。時間の関係で 「七画」の 「社」の社会学 しか筆写できなかったが,「社」の
場所にはこれ以外にも社会調査関係の本が28冊,社会進化論関係のものが33冊あった。当然 「社」以外では
じまる社会学書 も数多 くあろうが,時 間の関係でで きなかった。
II
